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１． はじめに 

日本では，台風や豪雨，険しい山や急流河川が多く，川の氾濫や，がけ崩れや土石流，地滑りなどが発生しやすい。現に

土砂災害が起こっているため，これから土砂崩れを未然に防ぐことや，影響する範囲を少なくすることはできるのか考え

ていくことが大切である。本研究では、私たちの周りの土砂災害の特徴について調べる。そして、土砂災害の中でも土石

流と、土石流を防ぐための砂防ダムについて研究を行っていく。 
 

２． 土砂災害の種類と防災方法  

土石流 がけ崩れ 地滑り 
 

特徴 
山から崩れてきた土や石、木が水と

一緒に流れ下る現象。時速２０～４０

ｋｍで家や畑などを壊滅させる。 

急な斜面が大雨や地震で崩れ落ちる現

象。 

斜面の一部が広範囲にわたって、動き

出す現象。  

 
 

発生場所 

・過去に土石流が発生した記録や言

い伝えがあるところ。 

・谷の傾斜が急で、倒木や土砂が堆積

しているところ。 

・谷の出口に家があるところ。 

斜面が急、地盤が悪い(岩に割れ目が

多い、土のようになっているなど) 崖

のすぐ近くに家があるところ。 

風化しやすく大きな断層などにより破

砕された地層が分布している地域。 

 
被害例 

・家が壊される。 

・住んでいる人がけがをしたり時には死亡したりする。 

・道路が進行できなくなる。 

・電気やガス、水道などのインフラが止まる。 

 

 

防止策 

砂防ダム(出雲市斐川町) 擁壁工(松江市西尾町) 横ボーリング工(松江市美保関町) 
 

３． 砂防ダムについて 

 

 

 

 

４． 今後の展望 

実験室で模型を使って、土石流を再現する。更に，土石流を効果的に防ぐ砂防

ダムを考える。その際、魚にやさしい魚道や土砂の下流への供給を止めない構造

のダムなど、自然にやさしい砂防ダムにすることを目指して、実験を行っていく。 
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≪砂防ダムの問題点≫ 
・海への影響、海岸線の侵食 
・骨材(建設用の砂利)の不足 
・川魚への影響 

 

≪砂防ダムの役割≫ 

・土砂が下流に運ばれるのを防ぐ 

・土石流による土砂や岩石、流木を受け止める 

・土砂や水の移動を抑制する 

・水の力で土砂が削られるのを防ぐ 

・川底の侵食を防ぐ 

・山崩れを防ぐ 

・土砂を一時的に蓄え、調整する 
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≪問題点の解決策≫ 

・河川で砂防整備を行う場合、「魚道」を設けたり
落差を少なくしたりするなど、魚のことを考えた
方法がとられている。 
・普段は下流への土砂の供給を止めない透過型の
ダムが考えられている。 
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